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新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 

〇 
中
央
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
三
月
中
央
区
条
例
第
十
五
号
） 

 

新 

旧 

（
職
員
に
関
す
る
基
準
） 

（
職
員
に
関
す
る
基
準
） 

第
二
条 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
専
ら
そ
の
職

務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
と
し
て
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
員
数
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一

年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十
条
の

六
十
六
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
第
一
号
被
保
険
者
（
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定

す
る
第
一
号
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
数
及
び
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
状
況
を
勘
案
し
て
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
常
勤
換
算
方
法
（
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
勤
務
延

時
間
数
を
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
常
勤
の
職
員
が
勤
務

す
べ
き
時
間
数
で
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
員
数
を
常
勤
の
職
員
の
員
数
に
換
算
す
る
方
法
を
い
う
。
）
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け

る
第
一
号
被
保
険
者 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
数
が
お
お
む
ね
三
千
人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
二
条 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
専
ら
そ
の
職

務
に
従
事
す
る
常
勤
の
職
員
と
し
て
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
員

数 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
に
お
け

る
第
一
号
被
保
険
者
（
法
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
被
保
険
者

を
い
う
。
）
の
数
が
お
お
む
ね
三
千
人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

保
健
師
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者 

一
人 

一 

保
健
師
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者 

一
人 

二 

社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者 

一
人 

二 

社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者 

一
人 

三 

主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
省
令 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

三 

主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚

福 祉 保 健 委 員 会 

令和７年３月６日  
３ 資料 
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新 

旧 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

第
百
四
十
条
の
六

十
六
第
一
号
イ
(3)
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を
い
う
。
）
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者 

一
人 

生
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十
条
の
六

十
六
第
一
号
イ
(3)
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を
い
う
。
）
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者 

一
人 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
運
営
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き

は
、
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
を
一
の
区
域
と

し
て
、
当
該
区
域
内
の
第
一
号
被
保
険
者
の
数
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
三

千
人
以
上
六
千
人
未
満
ご
と
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
常
勤
の
職
員
の
員
数

を
当
該
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
区
域
内
の
一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
同
項
に
規
定
す

る
基
準
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
区
域
内
の

一
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
常
勤
の
職
員
の
員
数
の
基
準

は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
二
人
と
す
る
。 

 

（
運
営
に
関
す
る
基
準
） 

（
運
営
に
関
す
る
基
準
） 

第
三
条 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員

が
協
働
し
て
包
括
的
支
援
事
業
（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規

定
す
る
包
括
的
支
援
事
業
を
い
う
。
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
被

保
険
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
法
第

二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
権
利
擁
護
の
た
め
の
必
要
な
援

助
等
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
導
き
、
各
被
保
険
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
条 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
条
各
号 

 
 

に
掲
げ
る
職
員

が
協
働
し
て
包
括
的
支
援
事
業
（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規

定
す
る
包
括
的
支
援
事
業
を
い
う
。
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
被

保
険
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
法
第

二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
権
利
擁
護
の
た
め
の
必
要
な
援

助
等
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
導
き
、
各
被
保
険
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

２ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

（
省
令
第
百
四
十
条
の
六
十
六
第
一
号
ロ
(2)
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
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新 

旧 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
適
切
、
公

正
か
つ
中
立
な
運
営
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
い
う
。
）
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
適
切
、
公

正
か
つ
中
立
な
運
営
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 
則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 


